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401, 2005. 



 

5b-69. 松島亘志：固体粒子系の連続体近似としてのひずみ勾配理論、第48回日本学術会議材料研

究連合講演会講演論文集, 233-234, 2004. 

5b-70. 松島亘志、飯高稔、上杉健太朗、土`山明、中野司: SPring-8マイクロX線CTによる砂のせ

ん断挙動の可視化, 第39回地盤工学研究発表会, 2p, 2004（CD-ROM） 

5b-71. 竿本英貴、松島亘志、山田恭央：ディジタル画像を利用した粒子－流体系内部の速度場計

測，土木学会第58回年次学術講演会, 2p, 2003（CD-ROM） 

5b-72. 松島亘志：マイクロメカニックス構成モデルによる粒状体の弾塑性基本応答，第38回地盤

工学研究発表会, 2p, 2003（CD-ROM） 

5b-73. 戸田研吾、竿本英貴、松本優明、松島亘志、山田恭央：不規則形状粒子を用いた個別要素

法による中空ねじりせん断試験シミュレーション，第38回地盤工学研究発表会, 2p, 2003

（CD-ROM） 

5b-74. 松本優明、竿本英貴、松島亘志、山田恭央：液状化に伴う流動におけるミクロ構造の個別

要素法解析，第38回地盤工学研究発表会, 2p, 2003（CD-ROM） 

5b-75. 岩田直泰、松本優明、松島亘志、山田恭央：液状化流動地盤の間隙水圧消散特性および側

方変形特性評価, 土木学会第57回年次学術講演会講演概要集，Vol. III, 1163-1164, 2002 

5b-76. 松本優明、岩田直泰、松島亘志、山田恭央：液状化に伴う側方流動の個別要素法シミュレ

ーション, 土木学会第57回年次学術講演会講演概要集，Vol. III, 947-948, 2002. 

5b-77. 坪川洋友、竿本英貴、松島亘志、山田恭央：LATによる粒状体内部構造評価とその精度, 

土木学会第57回年次学術講演会講演概要集，Vol. III, 1369-1370, 2002. 

5b-78. 岩田直泰、松本優明、松島亘志、山田恭央：液状化による側方流動時の剛性回復特性とそ

の評価, 第37回地盤工学研究発表会, 1999-2000, 2002 

5b-79. 松島亘志, 竿本英貴: 複雑な砂粒子形状の個別要素法モデル化手法の提案, 第37回地盤工学

研究発表会, 357-358, 2002 

5b-80. 相崎範彦, 松島亘志, 山田恭央：礫質土の最大・最小間隙比の推定法, 土木学会第56回年次

学術講演会講演概要集，Vol. III, 620-621, 2001. 

5b-81. 大場久良, Sushil K. Chaudhary, 松島亘志, 桑野二郎, 高橋章浩：粒状材料の異方的せん断挙

動とそのDEMシミュレーション, 第36回地盤工学研究発表会, Vol. 1, 507-508, 2001. 

5b-82. 石井高幸, 松島亘志, 小長井一男: LAT手法を適用した平面ひずみ圧縮試験における粒子運

動の微視的観察, 第35回地盤工学研究発表会, Vol. 1, 877-878, 2000. 

5b-83. 松島亘志, 石井高幸, 小長井一男: LATによる３次元粒状体内粒子配列情報の画像解析, 土

木学会第54回年次学術講演会講演概要集，Vol. III(A), 74-75, 1999. 

5b-84. 松島亘志, 小長井一男: 極めて大きな地震動を受ける密な粒状体斜面の耐震安定性評価法, 

第24回地震工学研究発表会講演論文集, Vol.1, 517-520, 1997. 

5b-85. 松島亘志, 小長井一男: 正多角形要素を用いた個別要素法による粒状体の単純せん断シミ

ュレーション, 土木学会第51回年次学術講演会講演概要集，Vol. III, 78-79, 1996. 

5b-86. 松島亘志，小長井一男：粗粒からなる堤体構造の動的破壊過程の解析，土木学会第48回年

次学術講演会講演概要集，Vol. I, 292-293, 1993. 



 

5b-87. 松島亘志，小長井一男：個別楕円要素法による粒状体構造の動的破壊過程の解析，土木学

会第47回年次学術講演会講演概要集，Vol. I, 1306-1307, 1992. 

 

[c] 研究所報告など (Project reports) 

5c-1. 河野昭子, 松島亘志: 繰返し衝撃荷重下の道床バラスト層の動的挙動と沈下特性 (特集 軌

道技術), 鉄道総研報告 24(12), 47-52, 2010-12-00. 

5c-2. 松島亘志: 不規則形状粒子のせん断強度評価(複雑流体の数理とその応用), 数理解析研究所

講究録 1472, 31-37, 2006-02-00. 

5c-3. 松島亘志：複雑な形状を有する粒子群の力学挙動の解明と応用, Annual Report of Hosokawa 

Powder Technology Foundation(財団法人ホソカワ粉体工学振興財団年報), No. 9,  80-86, 

2002. 

5c-4. 小長井一男, 堀宗朗, 目黒公朗, 古関潤一, 寒川旭, 室野剛隆, 松島亘志, 上半文昭, 山口 

直也, アミール・サダール: <研究速報>地震断層に対する社会基盤施設の防災性の向上へ

の課題, 生産研究 54(6), 361-367, 2002-11-00 

5c-5. 小長井一男, 松島亘志, 滝本勝 [他]: Visualization and Analysis of Dynamic Change in Granular 

Fabric, 豊田研究報告 (52), 7-18, 1999-05-00. 

5c-6. Matsushima, T., Date, K., Katagiri, T. and Konagai, K.: Effect of Negative Excessive Pore Pressure 

on the Dynamic Stability of Submerged Granular Slope, Bull. ERS, No. 29, 13-24. 1996. 

5c-7. 松島亘志, 小長井一男: 正多角形個別要素法を用いた粒状体の単純せん断シミュレーショ

ン, 生産研究, Vol.48, No.7, 343-346, 1996. 

5c-8. 小長井一男 , 松島亘志 , 佐藤豪: 粗粒からなる構造物の動的破壊とその同波数依存性 (耐

震構造学における新しい発想<特集>),生産研究 45(8), p570-573, 1993-08-00 

5c-9. 松島亘志, 小長井一男: 個別楕円要素法による粒状体構造物の破壊過程の検討, 生産研究, 

Vol.44, No.4, 220-223, 1992. 

 

⑥ 受賞歴 (Awards) 

2000 年 6 月 日経サイエンス主催第６回ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾋﾞｼﾞｭｱﾘｾﾞｰｼｮﾝｺﾝﾃｽﾄ特別賞 

2010 年 3 月 2009 Best Paper Award of Journal of Aerospace Engineering, ASCE. 

2014 年 5 月 2013 年度土木学会応用力学論文賞 

 

 

⑦ 学会活動状況、社会貢献実績など (Social Activities) 

[a] 学会活動 

1991 年 4 月～現在 土木学会会員 

1999 年 4 月～現在 地盤工学会会員 

2002 年～現在 米国 ASCE Engineering Mechanics Division 

 Granular Materials committee member 



 

2008 年 4 月～現在 日本惑星科学会会員 

2007 年 1 月～現在 土木学会応用力学委員会離散体の力学小委員会委員 

 (2007 年～2011 年：副委員長、2012 年～現在：委員長) 

2008 年 4 月～2011 年 8 月 土木学会地盤工学委員会「土砂侵食と運搬、堆積に関する学際研究小

委員会」委員長 

2013 年 9 月～現在 土木学会地盤工学委員会「土砂動態学小委員会」委員長 

2010 年 4 月～現在 土木学会原子力土木委員会地盤安定性評価部会委員 

2011 年 4 月～現在 JAXA 衛星の防災利用：土砂 WG 委員 

2006 年 4 月～現在 地盤工学会関東支部茨城県グループ、リーダー幹事 

2007 年 4 月～2010 年 3 月 地盤工学会総務部部員 

2011 年 4 月～2014 年 3 月 国際学術雑誌 Soils and Foundations 編集委員 

 

土木学会応用力学委員会「離散体の力学小委員会」の活動 

・粒状体力学フォーラムの開催(2007.3、2009.4) 

・個別要素法セミナーの開催(2007 年より毎年 1 回) 

 

地盤工学会関東支部茨城県グループの主な活動 

・つくば研究所めぐり(2005 年よりほぼ年 1 回開催、これまでの訪問先：土研、産総研、農工研、

環境研、防災科研、森林総研、原研(東海村)) 

 

インターナショナル・スクールでの講師 

Advanced School "Multiscale Mechanics fo Granular Materials (粒状体のマルチスケール力学)"で、

講師（5時間担当）, CISM(International Centre for Mechanical Science), イタリア・ウディネ, 

2012/9/03-07. 

 

[b] 学会での招待講演 (Invited talks) 

Matsushima, T., "Elementary volumes distribution in 2D granular solids", International Workshop on 

Physics of Granular Flows, Organizer: Hisao Hayakawa, 2013/6/26. 

松島亘志：格子法と粒子法：基本的性質の整理, 原子力土木委員会地盤安定性評価部会 公開シ

ンポジウム「地盤・斜面の変形量評価」, 2013/5/29. 

Matsushima, T.: 3D particle characterization of geomaterials and its application to DEM simulation , 

Workshop on Particulate Materials in Extreme Environments, Lawrence Livermore National Laboratory,  

2010/09/20. 

T. Matsushima, J. Katagiri: 3D Image-Based DEM Simulation of Lunar Soil (No. 60501) Obtained by 

Micro X-Ray CT, Earth & Space 2010(Hawaii). 

Takashi Matsushima: Liquefaction and resolidification of dense granular assembly, International workshop 

“Recent Progress in Physics of Dissipative Particles”,2010/11/24-26. 



 

松島亘志：粒子法を用いた地盤の破壊・流動解析, KKE VISION 2009, 構造計画研究所, 2009/10. 

Matsushima, T.: Effect of particle shape on macro shear behavior of granular assembly, GRANULAR & 

GRANULAR-FLUID FLOW (Gordon research conference), 2008. 

 

[c] 一般雑誌・マスコミ関係への記事掲載 

松島亘志・小長井一男・石井高幸「LATによる３次元粒状体内部構造の可視化と定量化」が、日

経サイエンス2000年10月号, p.A14にて第６回コンピュータ・ビジュアリゼーションコンテスト特

別賞[静止画賞]として紹介 

月の地盤特性に関する研究が学研「大人の科学」マガジンVol.19 p.21に掲載。 

NHK教育テレビ「サイエンスZERO」 「月の素顔に迫る」(2009/1/11(Sun) 0:00(土曜深夜)から放

送)にて、 「月の砂の高精細X線CT画像」が使用。 

Gakken Mook 大人の科学マガジン別冊「ロケットと宇宙開発」に関連記事掲載 (特集「月面再

考」02「月の石」からわかること)。 

 

⑧ 競争的資金の獲得実績など (Research Grants) 

 

1. 科学研究費補助金 (JSPS Projects) 

(1)研究代表者として得たもの 

・平成 12 年～13 年 奨励研究(A)「不規則形状３次元粒子からなる粒状体の数値解析手法の開発

とせん断層構成則の検討」(No, 12750440)   

・平成 14 年～15 年 若手研究(B)「個別要素法による数値要素試験のためのデジタル標準砂の開

発」(No. 14750409)  

・平成 16 年～17 年 若手研究(B) 「局所化理論に基づく N 値設計体系の再構築」(No. 16760386) 

・平成 18 年～19 年 基盤研究(C) 「SPring-8 マイクロ X 線 CT 実験による粒状体微視力学構成モ

デルの検証と高度化」(No. 18560481)  

・平成 22 年～24 年 基盤研究(B) 「粒子物性評価に基づく月面表層土堆積過程の解明とその応

用」(No. 22340158)  

・平成 26 年～28 年 基盤研究(B) 「高圧下における地盤材料の圧縮、せん断と固化のマイクロ

メカニックス」(No. 26289150) 

 

(2)研究分担者として参加したもの 

・平成 12 年～13 年 基盤研究(A) 「地震断層近傍の地盤変形の空間分布を考慮した構造物の破

壊モードの制御」研究代表者：小長井一男(東京大学生産技術研究所)、(No.12355020)  

・平成 13 年～14 年 基盤研究(C)(2) 「LAT 実験および数値解析による液状化・流動化挙動に関

する基礎的研究」研究代表者：山田恭央 (No. 13650535)  

・平成 15 年～17 年 基盤研究(B)(2) 「液状化に伴う流動が杭基礎に及ぼす影響の微視力学的検

討」研究代表者：山田恭央 (No. 15360249)  



 

・平成 16～17 年 基盤研究(B)(2) 「コンクリートの材料分離挙動とその影響要因の定量的評価」

研究代表者：山本泰彦 (No.16360214)  

・平成 18 年～20 年 特定領域研究「高密度格子欠陥を有する物質・材料のマイクロダイナミク

ス解析」研究代表者：中谷彰宏(大阪大学) (No. 18062004),  

・平成 18 年～20 年 基盤研究(B) 「土粒子運動から構築する低速～高速地盤流動構成モデルの

開発と応用」研究代表者：山田恭央 (No. 18360223)  

・平成 21 年～24 年 基盤研究(A) 「豪雨・地震による斜面災害の高精度予測システムの開発」

研究代表者：山田恭央 (No. 21246075)  

・平成 26 年度 挑戦的萌芽研究 「リアルタイム顕微鏡観察に基づく磁性流体を用いた力伝達

デバイスの性能向上設計」研究代表者：長藤圭介 

 

2. その他の研究費 (Other Grants) 

・平成 11 年度学内プロジェクト「複雑な粒子形状を持つ粒状体の力学挙動の数値シミュレーショ

ン」 

・平成 11 年度ホソカワ粉体工学振興財団研究助成「複雑な形状を有する粒子群の力学挙動の解明

と応用」 

・平成 14 年度学内プロジェクト「粒状体のマイクロメカニックスを基にした弾塑性構成則の開

発」 

・平成 21～22 年度国土交通省建設技術研究開発助成制度 基礎・応用研究開発公募「地震による

斜面崩壊予測とそれによる家屋・道路被害推計の統合システムの開発」 

・平成 21～25 年度 カーボンニュートラル対応エネルギーシステム開発プロジェクト、研究代

表者：石田政義 

・平成 24～27 年度、文部科学省特別経費研究プロジェクト「巨大地震による複合災害の統合的リ

スクマネージメント」研究代表者：八木勇治 

 

3. 企業との共同研究 (Collaboration with Companies) 

・平成 12 年～13 年度 日本工営(株)中央研究所「落石解析ツールの開発と応用」 

・平成 15 年度 東電設計株式会社「落石モデル化技術に関する研究」 

・平成 19 年～26 年度 日立建機(株) 「脆弱な粒子集合の粒子破砕を含む動的挙動の解析に関す

る研究」(山田恭央教授との共同研究)  

・平成 21 年度 (財)鉄道総合技術研究所からの委託研究「自動沈下補正機構の構造最適化に関す

る研究」 

・平成 21～26 年度 (財)鉄道総合技術研究所との共同研究「バラスト粒子の合理的な離散体モデ

ル化手法の検討 」「バラスト摩耗過程のモデル化手法の検討」 

・平成 21 年度 東電設計株式会社「粒子法の適用研究」 

・平成25～26年度 株式会社デンソー 「固液混合流体を用いた動力伝達の機構および伝達メカ

ニズムに関する研究」 


